
1日当たりの出荷台数の抑制により入荷量を平準化 東京都
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►荷主企業：発荷主A（製造業）、着荷主a（卸売業）

0発荷主Aは、東京都に本社を置く製紙メーカー。パイロット事業では同社の名古屋工場を対象と
した。

0着荷主aは、東京都、大阪府の2本社体制を取る卸売業者。家庭紙および家庭日用雑貨を主に
取り扱っている。

►運送事業者：運送事業者ア（元請）、運送事業者イ、ウ（下請）
0運送事業者アは、東京都に本社を置く運送事業者。同社の運営する倉庫が発荷主Aのエリアデ
ポに指定されているほか、着荷主aの倉庫で入出庫管理や庫内作業も行っている。

0運送事業者イ、ウはいずれも関東を拠点とする運送事業者で、発荷主Aの名古屋からの製品輸
送を担当している。

►荷種：家庭紙
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【待機時間短縮のイメージ】

着側の処理能力を考慮して発側の出荷台数を抑制することで、

入荷量を平準化することによりトラックの待機時間を減らすことが

できた。
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①着側での荷役スペースが狭陰であることから、最大でも3台同時にしか荷卸し作業が
できない。

②製品がパレタイズされておらず、荷卸しはすべて手荷役であることから、1台分の製
品荷卸しに約1時間を要する。

③発側での生産計画をベースとして、着側における在庫状況やキャパシティを越えた貨
物が搬入されるため、倉庫内における荷繰りが煩雑となり、ハンドリングに時間がか
かってしまうことでトラックの待機時間が発生していた。

①ドライバーに対して運行時間、待機時間、発地、着地で感じる問題点（改善して欲しい
内容）について具体的にヒアリングを行った。

②着側における保管処理能力、ハンドリング能力について発荷主に説明、理解を得るこ

とができた。
③パイロット事業実施以前は10台以上のトラックが到着することもある状況であったが、

1日当たり5台、多くても6台までに発側の出荷台数を抑制した。

① 1日当たりの出荷台数が処理能力に合わせて抑制されることにより、着側での入庫
量が平準化された。

② 1日当たりの入庫量が平準化されることにより、着側におけるハンドリング効率が向
上した。

③入庫量の平準化とハンドリング能率の向上により、1日当たりの延べ待機時間が全
体で約4割ほど短縮された。

①ドライバーからの意見聴取を行うことで、今回の取り組み以外にも解決すべき課題に
ついて把握することが出来た。

②運送事業者が改善基準告示の遵守が困難な運行を行わざるを得なくなるリスクが低
減した。

① ドライバーからの意見聴取により具体的な課題について把握できた。

②荷主企業、運送事業者で現場の問題点を確認した。
③荷主企業の協力により、出荷台数の抑制に取り組んだ。
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